
国道７号・８号 新潟バイパスは、昭和45（1970）年に紫竹山ＩＣ

～海老ヶ瀬ＩＣ間が暫定２車線で開通してから、令和２年12月1日

に50周年を迎えました。

開通50周年を契機に、本日より新潟国道事務所HPに「新潟

バイパス５０周年特設Webサイト」を開設します。

従来であれば市民参加のイベント等を企画・実施しますが、

今年は新型コロナウイルスへの感染に配慮し、デジタル施策に

よる情報発信に取り組みます。

また、今後は新潟の未来を考える座談会等を予定しており、

詳細等については、記者発表や特設Webサイト等にて順次公表

していきます。ご期待ください。

令和２年１２月１４日

配布：新潟県政記者クラブ

新潟市政記者クラブ

扱い：配布後解禁

お 問 い 合 わ せ 先

新潟市中央区南笹口２－１－６５ https://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/

電話 ０２５－２４４－２１５９（代表） ＦＡＸ ０２５－２４６－７７６３

みなみささぐち

国土交通省 北陸地方整備局 新潟国道事務所

調査課長 柴田 優作（しばた ゆうさく） （内線４５１)

写真．新潟バイパスの今と昔

マンガで知る新潟バイパス！ 365days 通行の安全を支える人たち

～新しい生活様式を意識し、デジタル広報をスタートします～

新潟バイパスの誕生の秘話や
日常の裏側を マンガ と 動画 で紹介！

新潟バイパスの過去・現在・未来をマンガで分かりやすく

紹介。にいこく先生がズバリ答えます！

今日も新潟バイパスの安全や維持管理を支える人たちがいる。

エッセンシャルワーカーの活躍を動画で紹介します。

左：現在の様子（ＪＲ信越線上空から紫竹山IC方面を望む）

右：昭和45年12月に紫竹山IC～海老ヶ瀬ICで
部分供用開始

https://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/niigatabp50th/

マンガ特集 動画特集

特設Webサイト

(新潟バイパスの誕生の秘話や日常の裏側を紹介するマンガや動画を本日より順次配信します。



取組①：新潟バイパス５０周年記念 特設Webサイトの開設

新潟国道事務所のホームページ内に、新潟バイパス５０周年を記念した特設Webサイトを開設しました。

本日より配信を行う記念マンガや記念動画も、特設Webサイト内にて閲覧することが可能です。

今後は順次、新潟バイパスが計画された時代背景、工事に関する逸話・豆知識、開通区間の変遷といっ

た 「半世紀のあゆみ」や、産官学が連携して開催する 「記念座談会」 の詳細等、情報を拡充いたします。

メニュー 紹介内容

ホーム ●記念マンガ 「マンガで知る新潟バイパス！」
●記念動画 「365Days 通行の安全を支える人たち」
●道路状況 「新潟バイパスなう」 など

新潟バイパスの概要 ●事業の概要、●特徴、●豆知識

半世紀のあゆみ ●時代背景、●基本構想の誕生、●バイパス工事 など ※後日公開

安全を守るために ●24時間・365日の道路管理、●道路構造物の長寿命化対策

記念座談会 ●開催概要、●未来の道＆まちづくり など ※後日公開

特設Ｗebサイト

https://www.hrr.mlit.go.jp/niikoku/niigatabp50th/



新潟バイパスの計画・経緯や整備概要、５０年の

変遷、今後に向けたメッセージ等をまとめたマンガを、

Twitter、Facebook、Yahoo！も活用し、特設サイトに

誘導の上、本日以降順次配信いたします。

・１話 新潟市の巨大謎道路

・２話 新潟バイパスははぜ直線？

話 配 信 タ イ ト ル

1 新潟市の巨大謎道路

2 新潟バイパスはなぜ直線？

3 新潟都市圏のバイパスたち！

4 新潟バイパスの歴史を知ろう！

5 軟弱地盤を克服せよ！

6 昭和から令和まで。道に歴史あり！

7 バイパスの成果・増大する交通量に対応！

8 バイパスの成果・沿線への経済効果！

9 課題の解決をめざして！

10 未来のみちづくり！

本
日
よ
り
配
信

今
後
順
次
配
信
予
定

新潟バイパスの日々の維持管理を支えるエッセンシャルワーカーの活躍を収録した動画特集を、YouTube

で配信します。（計5本）

なお現在、新潟バイパスの維持管理を支える「新潟国道事務所の仕事」の収録や編集も進めており、

こちらについても完成次第配信を予定しています。

配 信 タ イ ト ル

Case. 6
【新潟国道事務所の仕事】

（Coming Soon…）

取組②：「マンガで知る新潟バイパス！」 のオンライン配信

取組③：「365days 通行の安全を支える人たち （動画特集） 」 のオンライン配信


